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原子力発電所の再稼働の状況

新規制基準
許認可状況

PWR
( )

BWR
( )

合計

許可済 ( )

申請済 ( ) 4 8 12

未申請 0 9 9

合計 16 20 36

廃止ユニットの
状況

PWR BWR その他 合計

廃炉（○） 8 15 １ 24

12

上記には建設中のプラント(3基)含む

153

 新規制基準対応は道半ばであり、再稼働を果たしたプラントは9基のみ。電力需給、事業収支の両面に
おいて、厳しい状況が続いている。

 日本において原子力発電は重要電源であり、安全確保を前提にプラントの再稼動ならびに再稼動後の
利用率向上に注力し、3E + S (※1)を達成する。

※1 ３E ＋S …エネルギーの安定供給、経済効率性の向上、環境への適合＋安全性

 原子力発電所の運転には、事業者の自律的かつ継続的な安全性向上の取り組みは不可欠。

※GCR（黒鉛減速・炭酸ガス冷却型）

※

柏崎刈羽 ➊➋➌➍➎➏➐

泊 ➊➋➌ 東通
(東北) ➊

女川 ①➋➌

福島第一
①②③④⑤⑥

福島第二
①②③④

東海第二 ●浜岡 ①②➌➍➎

伊方
①②➌

川内
➊➋

志賀 ➊➋

敦賀 ①➋

美浜 ①②➌

高浜 ➊➋➌➍

大飯 ①②➌➍

島根 ①➋➌

玄海 ①②➌➍

● PWR

● BWR

許認可済
申請済
廃炉

東通
(東京) ➊

大間●

東海 〇
※

1



安全性向上の取り組みの基本的な考え方

 福島第一原子力発電所事故の反省として、原子力発電所の安全性向上のため、原子力発電所のリス
クに向き合う仕組みの構築と、巨大地震や津波といった、発生した場合の影響が大きい外的事象への取
り組み強化を進めてきた。

○事業者の自主保安に関するパ
フォーマンス向上施策の実施

・是正処置プログラム（CAP）の
改善

・現場観察(MO）の実施 等

○外部機関との連携による取り組み

・PRA等のリスク情報を活用した安
全性向上対策の実施（NRRCと
協働）

・ピアレビューの結果を踏まえた改善
（WANO、JANSI等と協働）

・深層防護全体を俯瞰した効果的
な安全対策の実施（ATENAと
連携） 等

更なる安全性向上の取り組み

リスクはゼロにならないという考えに基づき、規制基準を満たすことに留まらず、
自ら安全性向上・防災対策充実を追求し、適切にリスクを管理すること
（リスクマネジメント）が重要。

原
子
力
安
全
リ
ス
ク

ハード・ソフト両面からの安全性向上の取り組み

①多重の安全対策
・多重防護
・安全を最優先とした運転保守管理

②設備対策の強化
・設計基準対策
・重大事故対策

④それでも残るリスク
・安全に対する不断の努力

③現場対応力の強化
・体制の強化
・徹底した訓練、教育の実施
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ATENA
・共通技術課題への対応
→事業者に対して安全対策の導入を決定

安全対策の導入を要求

産業界の代表者として対話（事業者も出席）

＜対話実績＞
・長期安全運転のための経年劣化管理
・サイバーセキュリティ対策導入ガイドライン
・震源を特定せず策定する地震動評価 等

規
制

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

【原子力発電所の自律的かつ継続的な安全性向上を実現】

安全対策の確実な実施

原子力事業者とATENAとの連携

原子力事業者

＜対策実績＞
・非常用ディーゼル発電機不具合に
係る傾向分析と改善策の検討

課題解決のための議論に積極的に参画

規制当局

 原子力発電所の共通技術課題解決のためには、ATENAと連携し、ATENAが要求する安全対策を確実に
実施。

 産業界の代表者としてATENAが規制当局と対話する際には、事業者は積極的に参画。
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